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No.343
東京白書Ⅳ 

11月4日（水）13：30～15：30

東京白書Ⅳ東京都政の課題と展望②

「小池都政と都財政」
 

講師 : 町田俊彦（まちだとしひこ）さん
 

東京自治研究センター理事長・専修大学名誉教授

参加費：１，０００円（会員は無料）

東京白書Ⅳ東京都政の課題と展望③
「データセンターフィーバーから見る生成AI時代の東京」
講 師：西岡芳宏（東京自治研究センター事務局長） 
日 時：2026年12月16日（水） 午後1時30分～3時30分
会 場：アルカディア市ヶ谷4階飛鳥
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No.342

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25 TEL 03-3261-9921

ＪＲ中央線・有楽町線・南北線・新宿線 市ヶ谷駅より
徒歩２分

会 場

7階妙高

東京自治研究センターでは、1995年以来、３回にわたって「東京白書」と題し、都政の課題と展望につい
ての研究成果を出版してきました。そして、東京都の「定点観測」を継続するために「東京白書Ⅳ」という
テーマで月例フォーラムを開催します。
２回目となる11月は、2016年に誕生した小池都政と、その財政に焦点を当てます。東京都は、都道府県で

唯一の「地方交付税不交付団体」で、歳入の約8割を都税などの自主財源でまかなっており、突出した「財政
自立度」を誇ります。一方で、国からの財源吸い上げ（税財源是正措置）との攻防も続いています。
今回は、東京都の財政の歳出構造、コロナ禍が与えた都財政への影響、税制の問題点などを分析し、小池都

政の現在を再確認したいと思います。
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